
2022年 4月 6日 

各 位 

三菱 UFJ信託銀行株式会社 

 

情報銀行「Dprime」による社会課題解決に向けた新商品共創プロジェクトの開始について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三菱 UFJ信託銀行株式会社（取締役社長 長島
ながしま

 巌
いわお

）は、2022年 4月 6日（水）、パーソナルデ

ータを管理・運用する情報銀行サービス「Dprime」において、個人ユーザーがデータ提供により、

企業と社会課題解決に資する商品を共創するプロジェクト（Dprime Lab）を開始いたしました。 

 

■商品共創プロジェクト「Dprime Lab」詳細 

「Dprimeアプリ」をご利用の個人ユーザー様と企業が共に、社会課題解決に向けた商品・サービ

スを創るプロジェクトとなります。 

プロジェクト第 1弾は、AJB Co. （代表 Thomas Livesey（トーマス・リヴシー））による「あな

たのデータと廃棄食材で創る新感覚クラフトビール」開発です。Dprimeを通じて個人ユーザーか

ら提供される多様なデータをもとに味の調整※を行うことはもちろん、廃棄食材の活用を通じて、

フードロス削減にも取組みます。 

※従来の年齢・性別といった切り口での分類ではなく、豊富なデータを持つ情報銀行なら 

ではの切り口で、個人ユーザーに最適化された味をお届け予定です（ビールが苦手な方へも素敵な味をお届

け予定です）。参画いただいたユーザーへは抽選で開発したビールもお届けします。 

個人ユーザーは、データ提供によりプロジェクトに参画でき、自身のデータから商品が生まれ

るプロセスを体験いただけます。企業は、当該プロジェクトを通して、ユーザー視点での商品・

サービスを生み出せるだけでなく、その商品・サービスが持つ社会的な意味・想いをユーザーと

共有することが可能となります。 

以上 

 

 

 

 



■当該プロジェクトへの参画方法 

 

 

 

 

 

 

 

＜プロジェクト進捗、新商品開発プロセスのご紹介＞ 

皆様から提供されたデータがどのように活かされているか、クラフトビール開発状況、廃棄食

材の活用等、プロジェクト進捗状況は以下の HP・SNS等で確認いただけます。 

 

プロジェクトＨＰ 

https://www.tr.mufg.jp/dprime/lab/01/ 

プロジェクトムービー #１ 

https://www.tr.mufg.jp/dprime/lab/01/movie 

Dprime公式 Twitterアカウント 

https://twitter.com/Dprime_mutb?t=SjULkgzJzjxcj50JD_n8WQ&s=09 

 

＜プロジェクト スケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■情報銀行サービス「Dprime」とは 

アプリに登録したデータを企業・団体等に渡すことで、個人ユーザーは様々な特典が受けられ

ることはもちろん、上記のようなプロジェクトを通じて、社会課題解決に向けた商品・取組等を

応援することができるサービスとして展開してまいります。 

登録したデータを渡す企業・団体等は、自分の意思で選べることはもちろん、氏名・連絡先等

といった個人特定可能なデータは企業・団体等へはお渡しせず、分析等に必要なデータのみお渡

しする仕組みです。 

企業・団体等は、個人から提供されたデータを活用し、社会課題解決に向けた商品・取組等に

生活者の声を取り入れることで、より質の高いサービスを提供することが可能となります。 

Dprimeは、顧客へのプライバシーを保護しながら、個人ユーザーと企業・団体等とのデータに

よる共創を通じて、社会課題解決に向けた取組へ貢献していきます。 

https://www.tr.mufg.jp/dprime/lab/01/
https://www.tr.mufg.jp/dprime/lab/01/movie
https://twitter.com/Dprime_mutb?t=SjULkgzJzjxcj50JD_n8WQ&s=09


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://anglojapanesebeer.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜オフィシャル素材＞ 

本件のオフィシャル素材は下記 URL よりダウンロードいただきますよう、お願いいたします。 

https://bit.ly/3wIqrBe 

 

＜ＡＪＢ Ｃｏ. （ビール開発会社）ご紹介＞ 

AJB Co.の歴史は 2014年 1月、良質な温泉とパウダースノーで有名な

長野県野沢温泉村の中心『大湯』の前に、タップルーム里武士とその

裏の 300L のパイロットブルワリーのオープンと共に始まりました。創

業者のトーマス・リヴシーは、荘厳な大自然と村の人々の暖かさに惚

れ込みこの地を選びました。 

ビール造りにおいて一切妥協せず、スタイルにこだわらない、挑戦

的なビールを作り続けることに情熱を注いでいる。IPAなどの人気なス

タイルはもちろんのこと、サワービールや木樽での熟成ビールなど型

にこだわらず自分たちのスタイルを貫き、ダイナミックでチャレンジ

ングなビールを造り続けている。2022 年 4 月には横浜・馬車道にクラ

フトビール醸造所・蒸留所・飲食店を統合した新拠点『里武士・馬車

道』を開業し、更に実験的なレシピ開発やクリエイティブで唯一無二

の商品作りへの挑戦を続ける。 

＜一般社団法人 530 （廃棄食材調達協力）ご紹介＞ 

530（ゴミゼロ）は、持続可能で循環型の経済、またライフスタイル

を作り出していく活動家のコミュニティです。 

さまざまなレイヤーの人たちとコラボレーションすることで、 

「ゼロウェイスト 」というコンセプトの社会実装を目指します。 

また、循環の最小単位である、地域コミュニティとの連携を通し

て、「ゴミを出さない循環」のある暮らしを提案します。 

https://530week.com/ 
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